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平成 23 年度事業計画  

 

京都市障害者スポーツ協会(以下「当協会」という。) は，新制度の下での「公益

法人」への移行の認定を受け，平成 22 年 4 月から，公益目的事業を行う法人として

の第一歩を踏み出し始め，早や 1年が経過しました。 

一方で，指定管理者として，京都市障害者スポーツセンター(以下「センター」と

いう。) 運営の継続と新たに京都市障害者教養文化・体育会館(以下「体育会館」と

いう。) を受託することが確定し，当協会は，両施設の指定管理者として，平成 23

年度から新しい年度を迎えます。 

当協会は，市域における障害のある人々のスポーツ活動の拠点である両施設の管

理者として，真にふさわしい団体であらねばならないと意を新たにしたところです。 

平成23年度中の事業については，センターにおいては，前年度に実施した事業は，

継続することを基本としますが，検証結果に基づく見直しを行い，さらに改善，充

実を加えていく中で，新規事業を行ってまいります。体育会館についても，従前の

事業は維持することを前提に，その上で，これまでのセンターの運営で培ったノウ

ハウを存分に活かし，必要と思われる事業を加える形で展開し，両施設をより効率

的に運営をすることで，スポーツ活動を通して，障害のある方々の体力の向上と健

康の維持増進を積極的に推進し，明るく生きがいのある毎日を送るための環境作り

に取り組んでまいりたいと考えます。 

平成 22 年度中の利用者数を見ますと，記録的な猛暑や寒さにもかかわらず，近年

の健康志向を反映されてか，障害のある人々等のセンターの利用も，明らかに増加

がみられ，2月末現在の総利用者数において，前年度同時期に比べて約 5,000 人の増

加が認められ，年度中の総利用者数も平成 21 年度を上回るものと予想されます。 

本年度，当協会は，引き続き定款に定める，利用者本位で「元気」，「安心」，「思

いやり」，をモットーにしたサービスを基本に，障害のある人々が明るく・楽しく・

元気になれるスポーツの場を提供すべく，「障害者スポーツ施設等の運営事業」を行

う公益法人として，これまでのセンターを中心とした運営のほか，この度の，市单

部地域における新たな拠点施設としての体育会館を運営することで，あらゆる障害

のある人が気軽にスポーツにいそしむことができるスポーツ環境づくりに一歩近づ

くことができるものと考え，市内全域における，障害のある人々のスポーツ環境の

より一層の充実を図ることで，障害のある市民のみなさんからの支持が一層ゆるぎ

ないものとなるべく，役職員一同，一丸となって努めてまいります。 
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１ 障害のある人のスポーツの振興事業（11,801 千円） 

（１）教室等開催事業 

ア）センター開催 

①こども水泳教室ペンギンコース（身体）Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ･Ⅴ･Ⅵ期，各 6 回 

②こども水泳教室ラッココース（療育）Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ･Ⅴ･Ⅵ期，各 6 回 

③こども夏期水泳教室ペンギンコース（身体）Ⅰ･Ⅱ期，各 5 回 

④こども夏期水泳教室ラッココース（療育）Ⅰ･Ⅱ期，各 5 回 

⑤成人水泳教室 Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ期，各 8 回 

⑥ハロウィック法水泳教室 全 10 回 

⑦レベルアップ水泳教室 全 24 回 

⑧ビームライフル教室 全 7 回 

⑨アーチェリー教室 全 9 回 

⑩エコロベース教室 全 8 回 

⑪卓球教室 全 8 回 

⑫レベルアップ卓球教室 全 19 回（回数増） 

⑬水泳ワンポイントレッスン 36 回 

⑭テニスワンポイントレッスン 24 回 

   イ）体育会館開催 

①卓球教室 （10 月以降に実施予定） 

（２）スポーツ大会等開催事業 

ア）センター開催 

①卓球大会（4/17） 

②障害者シンクロナイズドスイミングフェスティバル（5/7，8） 

③パットゴルフ大会（5/29） 

④ボッチャ大会（9/19） 

⑤水泳記録会（10/2） 

⑥車いすハンドボール大会（11/27） 

⑦卓球バレー大会（12/4） 

⑧室内アーチェリー大会（3/4） 

⑨エコロベース大会（3/25） 

イ）体育会館開催 

①卓球バレー大会（3 月・日時未定）（現行継続） 

②卓球交流大会（3 月・日時未定）（現行継続） 

（３）各種スポーツ体験会・つどい等開催事業 

ア）センター開催 

①タンデムサイクリング体験会（７月・日時未定） 

②パットゴルフ体験会 第 1 金曜日・12 回 

③ハロウィック法水泳のつどい （月２回）前期 8 回・後期 8 回 
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   イ）体育会館開催 

①ビームライフル体験会（10 月以降に実施予定） 

（４）講習会等開催事業 

①車いすハンドボール審判養成講座 全 5 回 

②ハロウィック法水泳基礎講習会 前期：Ⅰ･Ⅱ 5/14，15 ／Ⅲ･Ⅳ 7/9，10 

後期：Ⅰ･Ⅱ 11/12，13 ／Ⅲ･Ⅳ 1/14，15  

③ハロウィック法水泳ヘルパー講習会（4/3） 

④飛込み講習会 (日時未定） 

⑤センターボランティア講習会（2/４，５） 

⑥センターボランティア水泳研修会（日時未定） 

⑦センターボランティアミーティング 全 6 回 

⑧障害者シンクロナイズドスイミング講習会（9/3，4） 

（５）地域でのスポーツ振興事業 

①施設へのスポーツ指導のための職員派遣（3 施設）(派遣先増） 

（６）大会等への派遣事業 

①スポーツ指導員等資格取得のための派遣 

・ 日本赤十字社救急法救急員 

・ 日本障害者スポーツ協会公認障害者スポーツ指導員（上級・初級） 

・ 健康運動指導士 

・ ＪＣＣＡストレッチポール（新規） 

・ ＪＣＡバランスボール（新規） 

・ ピラティス 

・ 手話検定 3 級 

・ 幼児体育 2 級（新規） 

・ バレーボール指導者（新規） 

・ 自閉症スペクトラム支援士（新規） 

・ 特別産業廃棄物管理責任者（新規） 

②障害者体育・スポーツ研究会への発表者の派遣 

③全国障害者スポーツ大会への役員派遣 

④全京都障害者総合スポーツ大会への役員派遣 

⑤全国車いす駅伝競走大会への役員派遣 

⑥競技団体の実施する大会への役員派遣 

 

２ 障害のある人の健康の維持・増進に関する事業（14,007 千円） 

（１）健康のための運動指導事業 

ア）センター開催 

①ストレッチング教室 Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ期，各 9～10 回（1 期あたりの回数増） 

②ウォーキング教室 Ⅰ･Ⅱ期，各 10 回 （1 期あたりの回数増） 
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③転倒防止・バランス教室 Ⅰ･Ⅱ期，各 10 回（1 期あたりの回数増） 

④Ｇボール教室 Ⅰ･Ⅱ期，各 4 回（新規開催） 

⑤ピラティス教室（日程未定）（新規開催） 

⑥水中エクササイズワンポイントレッスン 全 48 回 

⑦ストレッチング・チェアエクササイズワンポイントレッスン 全 48 回 

⑧あんまマッサージ体験会 全 8 回 

⑨体力テスト DAY 全 3 回 

⑩運動講習会 全 6 回 

⑪救急法講習会 1 回 

イ）体育会館開催 

①ストレッチング・チェアエクササイズワンポイントレッスン(10 月以降実施予定） 

②体力テスト DAY（10 月以降実施予定） 

（２）相談事業 

①内科医師によるスポーツ医事相談 全 12 回 

②整形外科医師によるスポーツ医事相談 全 12 回 

③理学療法士によるスポーツ医事相談 全 24 回 

④運動プログラムの作成，指導 

 

３ 障害のある人の文化・レクリエーションの振興事業（2,693 千円） 

（１）文化教室等開催事業 

ア）センター開催 

①華道教室 全 22 回 

②センターギャラリーの設置（１ヵ月卖位で展示） 

③こども華道体験会（日時未定）（新規開催） 

④年賀はがきイラスト教室 全 4 回（新規開催） 

イ）体育会館開催 

①作品展示コーナーの設置（10 月以降実施予定） 

（２）レクリエーション教室等開催事業 

ア）センター開催 

①放課後スポーツ教室 Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ期，各 22～24 回 

②こどもレクリエーション教室 2 期，各 10 回  

③スポーツフィッシング体験会 2 回 

④ふれあいスポーツ DAY 6 回 

⑤ミュージックケア京都セミナー（6/11，12） 

イ）体育会館開催 

①ふれあいスポーツの日 （現行継続） 

②スポーツを楽しむ日 （現行継続） 
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４ 障害のある人への理解を進めるための事業（6,141 千円） 

（１）イベント等開催事業 

   ア）センター開催 

①夏祭り（7/31） 

②みんなで運動会（10/23） 

③クリスマス会（12/18） 

④シネマ上映会（2/11） 

⑤地域ふれあい感謝祭（3/18） 

イ）体育会館開催 

①バレーボール大会（日時未定）（現行継続） 

（２）交流事業 

①バレーボール大会（10/20） 

＊参加される各チームの代表で作るチームと精神障害者のバレーボールチーム 

との交流試合を実施し交流を図る。 

②成人水泳教室 全 8 回 

＊障害のある方のプールでの介助法を学んでもらい，実際に体験してもらう。 

③バレーボール教室 全 15 回 

＊シッティングバレーボールを体験してもらい，シッティングバレーボールチー 

ムと交流を図る。 

④こども運動教室 Ⅰ･Ⅱ，各 14～15 回 （１期あたりの回数増） 

＊手帳を持っていない療育活動を受けているこどもを受け入れる教室として実施。 

⑤華道教室 全 22 回（前掲） 

＊障害のある方とない方がともに参加し華道を通して交流を図る。 

（３）啓発事業 

①実習，職場体験学習等の受入れ 

②見学等の受入れ 

 

５ 障害者スポーツ施設等の運営事業（190,297 千円） 

（１）施設管理事業 

   ア）センター 

①日本赤十字社救急法講習会への職員派遣（前掲） 

②マニュアルの策定 

③スポーツセンター利用にかかる業務 

④職員の手話研修 全 24 回 

⑤職員の点字研修 全 24 回 

⑥総合消防訓練等 2 回 

⑦心肺蘇生等救急訓練 全 60 回 

⑧安全運転管理者講習会への職員派遣 
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⑨手話検定への職員派遣（前掲） 

⑩障害者スポーツ協会協議会への職員派遣 

⑪障害者スポーツセンター協議会への職員派遣 

⑫図書室の運営 

   イ）体育会館 

①日本赤十字社救急法講習会への職員派遣（前掲） 

②体育会館利用にかかる業務 

③総合消防訓練等 

④心配蘇生法等救急訓練 

（２）施設整備事業 

   ア）センター 

①必要な施設の改修 

②必要な備品の調達 

③環境マネジメントシステム KES の継続改善実施 

   イ）体育会館 

①必要な備品の調達 

②必要な施設の改修 

（３）便宜供与事業 

   ア）センター 

①送迎バスの運行 

②点字プリンターの提供 

   イ）体育会館 

①点字案内の提供 

（４）広報事業 

   ア）センター 

①機関紙の発行 

②事業概要の発行 

③ホームページの運営 

④利用カレンダーの作成 

   イ）体育会館 

①利用カレンダーの作成 

②ホームページの開設，運営 

③会館だより等の発行 

 

６ その他の事業（公益目的事業の推進に資する事業）（2,150 千円） 

（１）物品販売事業 

・水着，水泳帽等の受付での販売 

（２）体育会館の施設貸与等事業など                     以上 



（単位：円）

科          目 予算額
前年度
予算額

差異 備考

Ⅰ　一般正味財産増減の部

  １．経常増減の部

　（１） 経常収益

        基本財産運用益 350,000 350,000 0

          基本財産受取利息 350,000 350,000 0

        特定資産運用益 402,000 402,000 0

          特定資産受取利息 402,000 402,000 0

        事業収益 234,179,000 214,020,000 20,159,000

          参加料等収益 1,334,000 1,250,000 84,000

          受託事業収益 226,995,000 208,240,000 18,755,000

          利用料金収益 5,050,000 3,700,000 1,350,000

          その他収益 800,000 830,000 △ 30,000

        受取助成金 803,000 834,000 △ 31,000

          受取助成金 803,000 834,000 △ 31,000

        雑収益 870,000 870,000 0

          雑収益 870,000 870,000 0

        経常収益計 236,604,000 216,476,000 20,128,000

　（２） 経常費用

        事業費 227,089,000 201,795,000 25,294,000

          給料手当 100,923,000 89,111,000 11,812,000

          賞与引当金繰入額 6,345,000 5,859,000 486,000

          退職給付費用 1,744,000 1,504,000 240,000

          中退共掛金 757,000 757,000 0

          福利厚生費 16,733,000 14,535,000 2,198,000

          旅費交通費 746,000 925,000 △ 179,000

          通信運搬費 1,262,000 924,000 338,000

          減価償却費 2,522,000 2,350,000 172,000

          什器備品費 2,500,000 2,000,000 500,000

          消耗品費 3,156,000 2,413,000 743,000

          修繕費 13,927,000 10,381,000 3,546,000

          印刷製本費 2,224,000 1,670,000 554,000

          燃料費 420,000 320,000 100,000

          光熱水料費 41,520,000 39,520,000 2,000,000

          賃借料 567,000 465,000 102,000

          保険料 1,162,000 929,000 233,000

          諸謝金 410,000 300,000 110,000

          租税公課 139,000 130,000 9,000

          負担金 245,000 245,000 0

          委託費 27,625,000 25,564,000 2,061,000

          仕入 506,000 520,000 △ 14,000

          雑費 1,656,000 1,373,000 283,000

平成23年度

収支予算書
平成23年 4月 1日から平成24年 3月31日まで
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（単位：円）

科          目 予算額
前年度
予算額

差異 備考

        管理費 5,615,000 4,792,000 823,000

          給料手当 3,212,000 3,245,000 △ 33,000

          賞与引当金繰入額 180,000 181,000 △ 1,000

          退職給付費用 46,000 46,000 0

          中退共掛金 23,000 23,000 0

          福利厚生費 465,000 450,000 15,000

          会議費 50,000 50,000 0

          旅費交通費 917,000 307,000 610,000

          通信運搬費 80,000 86,000 △ 6,000

          什器備品費 150,000 150,000 0

          消耗品費 30,000 30,000 0

          印刷製本費 64,000 36,000 28,000

          諸謝金 30,000 50,000 △ 20,000

          租税公課 16,000 6,000 10,000

          雑費 352,000 132,000 220,000

        経常費用計 232,704,000 206,587,000 26,117,000

          当期経常増減額 3,900,000 9,889,000 △ 5,989,000

  ２．経常外増減の部

    (1) 経常外収益

        経常外収益計 0 0 0

    (2) 経常外費用

        経常外費用計 0 0 0

          当期経常外増減額 0 0 0

          当期一般正味財産増減額 3,900,000 9,889,000 △ 5,989,000

          一般正味財産期首残高 166,737,094 156,848,094 9,889,000

          一般正味財産期末残高 170,637,094 166,737,094 3,900,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部

        基本財産運用益 350,000 350,000 0

          基本財産受取利息 350,000 350,000 0

        一 般正味財産への振替額 △ 758,000 △ 779,000 21,000

          一般正味財産への振替額 △ 758,000 △ 779,000 21,000

          当期指定正味財産増減額 △ 408,000 △ 429,000 21,000

          指定正味財産期首残高 26,348,615 26,777,615 △ 429,000

          指定正味財産期末残高 25,940,615 26,348,615 △ 408,000

Ⅲ　正味財産期末残高 196,577,709 193,085,709 3,492,000
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